
 

正副議長記者会見について（報告） 

 

 

このことについて、令和 7年 6月 16日に行われた正副議長記者会見の発言要旨について、下記のとお

り報告いたします。  

記 

１ 定例会の総括について  

 ○ 今期定例会は、令和 7年 5月 13日から 6月 16日までの 35日間の会期で開催した。 

 ○ 市長から提出された案件は、人事案件を含め、計 23件を可決した。 

 ○ 議員提出議案について、特別委員会の設置議案等計 2件、意見書は「米国の関税措置に対応した中

小企業等支援策の拡充を求める意見書」等計 5件を可決した。 

 ○ 今期定例会で可決した議案数は全部で 30件となった。 

 ○ 今期定例会で可決した 5件の意見書について、全会一致となった意見書はない。 

 

【（１）令和７年度堺市一般会計補正予算（第１号）】 

 ○ 提案された補正予算は、 

   観光振興に関する取組として、企業版ふるさと納税等を活用し、大仙公園における民間事業者によ

るガス気球の運行と連動した観光活性化事業の費用であり、多くの方に世界遺産「百舌鳥・古市古墳

群」の魅力や価値を知っていただくことに加え、本市への誘客を促進するものである。具体的には、

ガス気球発着場近辺にて大仙公園観光案内所のサテライト機能を付加し、気球の搭乗者も含め、多く

の方に堺観光を促すほか、百舌鳥古墳群ビジターセンターにて気球の運行状況などを確認できる環

境整備、気球に搭乗した方が市内の観光スポットを周遊していただくためのツアー造成などの費用

である。 

   また、学校給食の食材費高騰に対する追加支援として、パンや米飯、牛乳などの価格上昇に対応す

るため、食材費の一部を追加支援するものである。令和 7 年 6 月からは市立中学校において、全員

喫食制の給食がスタートした。子どもたちへの、安全・安心で質を維持した給食の提供は重要であり、

迅速に対応したものである。 

 ○ 本件は、本会議や常任委員会の審議を経て、6月 16日の本会議において可決された。 

 

２ 政務活動費領収書等のインターネット公開について  

 ○ 政務活動費に係る領収書等については、政務活動費の使途の透明性の、より一層の確保を目的とし

て、市役所市政情報センターにおいて、紙面のものを公開するとともに、堺市議会ホームページ上に

おいても、平成 28年度交付分から継続して公開している。 

○ 令和 6 年度交付分に係る領収書等については、市政情報センター、堺市議会ホームページともに 

7月 8日（火）から公開する。 

○ 堺市議会は、市民の皆様への情報公開を通じて、今後も議会活動の透明性の確保に努める。 

 

 

 



 

３ 記者からの質問に答えて 

 Q  政務活動費領収書等のインターネット公開について、政令市の市議会がどの程度公開しているの

か。 

  A （議長） 

   私は詳細を存じていないが、堺市は政務活動費のインターネット公開について先進的な方で

ある。政令市において、どこまで堺市以上に進んでいるかは存じていないが、（堺市が）上位の

方であると認識している。 

 Q （公開は）今年から始めたのか。（または）これまで行われているのか。 

 A （議長） 

  はい（これまでも行っている）。令和 6年度分は令和 7年 7月 8日に公開する。 

  Q   令和 5年度分もインターネットで公開しているのか。 

 A （議長） 

   はい。している。 

 A （議会局） 

   先の質問について、議会局から補足する。現在、インターネットにより政務活動費領収書等を

公開している政令市は、20市中 13市である。 

      現在公開している市は、大阪市・神戸市・京都市、広島市、仙台市・相模原市・静岡市、新潟

市、さいたま市、熊本市、浜松市・岡山市である。 

      直近に公開されたのが、浜松市と岡山市で、令和 2年度交付分から公開している。 

  Q   一番早く公開を始めたのは大阪市か。 

  A （議会局） 

      大阪市・神戸市・京都市が（最も早く公開しており）平成 27 年度交付分から公開している。 

  Q   堺市は何年（度）から公開しているのか。 

  A （議会局） 

    堺市は平成 28年度交付分から公開している。 

Q   広島市と同時期に公開しているのか。 

  A （議会局） 

      堺市と広島市が同時期に公開している。 

  Q   先ほどの市長会見でも（話が）出たが、万博会場につながる船の便の利用率が低迷している

ことが議会で取り上げられている。これについて議会としてどのような認識を持っているのか

を正副議長に伺いたい。 

  A （議長） 

      今期議会でも、船の便の万博会場へのアクセスについて、数字上（の利用率）もまだまだ（低

い）といった議論がされている。これから、永藤市長をはじめ、業者、そして万博協会とも連携

し、議論を進めていきながら、活性化につなげていただければと思っている。 

  A （副議長） 

   議長が話したように、今期議会でも複数の議員からこの問題について、ある意味、市への応援 

メッセージとして、もっと頑張ってくださいという意見があった。万博が始まって約 2 か月と

なり、まだ 4 か月弱ある。しっかり広報周知されていないといった弱点や、（船の便の予約が）



 

30 分（前）でいいのかなど検討・改善できる点を改善し、周知、誘客に努めるように市当局の

理事者とも話し合っているところである。 

  Q   堺市の件ではないが、大阪府内のとある市で、（議員が）公務を休んで万博会場に行った事案

があり、今ニュースになっている。同様の事案が堺市議会でも、これまでに確認されているか。 

  A （議長） 

      私としては、今のところ、堺市議会で公務を休んで万博に行ったという事案は確認していな

い。 

  Q   報道を受けて各会派の代表者で申し合わせをしたなどの動きは特にないか。 

  A （議長） 

      私が知る限りでは、申し合わせ等はしていない。 


